
★支持的風土がつくる思考力と自己・他者肯定感の向上
本校では、 「傾聴(聴く力)」を学級経営の基盤として位置付

け、支持的風土(「ちがいを尊重する」「相手の話をしっかりきい
て受け止める」)を醸成してきた。学習指導では、「自己との対話
活動」と「他者との対話活動」から構成される「効果的な対話
活動」を活動の中心に据えたことにより、自らの考えを付加、修
正、強化、練り直すこと等ができる思考力を高めることができ、
成果が上がったと考えられる。なお、「傾聴(聴く力)」の指導に
当たっては、その必要性、効果的な方法、傾聴により学びが深ま
ること等を発達段階に応じて丁寧に児童に説明してきた。あわ
せて、教師が授業における児童の発言等を積極的かつ丁寧に
捉え、価値付ける取組、児童が互いのよさを承認する場を設定
するなどの取組も「効果的な対話活動」を促進し、学力向上に
つながった。
また、「効果的な対話活動」を実施するにあたり、単元・題材

のまとまりを見通し、児童が「自分事」として捉え、学習意欲を高
め、学びたくなる学習課題を設定した。

★学力向上と学習意欲向上を図る授業改善
本校では、『学び合い』の理念に基づく授業改善を行っている。生徒が自分で学び方を選び学習を進め

ることができるように、できるだけ活動の時間を確保するようにしている。特に、「一人一人が主体的に学ぶ課
題づくり」「対話的な活動の工夫」「学力的に厳しい生徒に対する手立て」に焦点を絞り校内研究を進めて
いる。その結果、CRTの評定１の生徒の数が減るとともに、「問題や課題を解決する際に、他の人の意見や考
えが参考になりましたか」といった生徒アンケートに約8割の生徒が「そう思う」と答えるなど、対話的な活動
のよさを感じているという結果が出てきている。また、学力的に厳しい生徒を対象に、定期考査前に、これまで
の学習を通して理解できていないこと等を質問できるように教育的支援を実施している。生徒からも「分から
ないところが分かるようになってうれしかった」といった感想が聞かれ、実際に定期考査においても、点数の
伸びが見られるようになりつつある。

★「分からん」と言える関係性を目指して～交流活動の意図的な設定～
主題設定から３年が経過し、学年が上がるにつれ、授業や学習に対する姿勢が主体的になり、学ぶ力が

少しずつ向上してきた。しかし、本校には、基礎的・基本的な知識・技能の習得が不十分な生徒が少なから
ずおり、それらを活用して課題解決をするための思考力・判断力・表現力に結び付きにくいことを背景に、学
力格差が存在していた。そこで、他者と交流する場面を意図的に設定することで「分からなさ」や「あいまい
さ」を互いに共有しながら、個人が主体的に学び続ける基盤をつくってきた。多くの場面で交流活動に取り組
む中で、他者に対する接し方が柔和になり、意見を擦り合わせることや、「分からなさ」を共有することが自然
にできるようになってきた。また、授業の中で、「分からん」とつぶやいたり、「ここ教えて」と教師や友だちに尋
ねる姿が多く見られるようになった。「分からなさや疑問」を受け止め合う関係性が構築できてきたといえる。
他者の思いや考えを理解するには、まず真摯に聴くことが必要であり、自分の考えを深めていくことにもつな
がることから、今後も、自分の発言やつぶやきをしっかりと受け止めてくれる教師や、うなずきながら聴いてく
れる友だちがいることに安心できる環境、ともに学び合える環境づくりを進めていく。

★興味・関心を高め、主体性を引き出すICＴの活用
これまで本校では、コミュニケーション能力の育成を図ってきたも
のの、適切に表現したり、的確に理解したりする力が、まだ十分であ
るとは言えなかった。そこで、本事業をきっかけにして、児童に成就感
や達成感を味わわせ、成功体験を積み上げることで自信を持たせ、
学習に対して興味・関心を持ち、課題解決していく学習指導や体験
活動を強化することにした。授業では、問題提示場面において主体
的に学ぶ意欲の喚起を図り、自力解決の場面や交流場面において、
考えを深めていくためにICTを活用した。そのことによって、考えを視
覚化、焦点化することができたり、情報を共有化できたりすることで、
児童の興味関心を高め、主体性を引き出すことにつながった。その
結果、学習・生活アンケートの「自尊感情・非認知スキル」に向上が
見られた。
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【実践のポイント】
〇手立ての根底にある丁寧な児
童生徒理解
〇対話・交流活動の設定と工夫
〇担任・担当以外のかかわり

〇「できた」「分かった」とい
う実感や「できるようになり
たい」という意欲の向上
〇自尊感情・自己肯定感の向上

学習活動は、教育活動の中心に
位置付いており、「効果のある
学校づくり」においても、すべ
ての子どもの学びを支えること
は重要な目標です。

●多様な学びを促進する授業づくり
●基礎学力定着のためのシステム

★生徒の実態に応じた人権教育を～小学校との連携を踏まえた計画的・系統的な実施～
本校では、総合的な学習の時間の中に「人権探究」というテーマを設定し、人権に関する学習を年５回各

学年で計画的・系統的に実施し、必要に応じて、小学校の授業も参観している。年度当初の計画をもとにし
ながら、『かがやき』『あおぞら』『あおぞら２』『八女市人権学習指導資料』を効果的に活用し、生徒の実態
に応じて、個別の人権課題に関する学習を行った。授業者については、学級担任のみに偏らないよう学年職
員（３～４名）でローテーションを組みながら行っており、どの学習にも全学年職員がかかわるようにしている。

★「個別の課題」の共有が導く指導方法や教材の柔軟な選択
本校では、 「基礎的な知識の習得」や算数科における「思考力・判断力・表現力」に課題が見られたため、
各種の学習状況調査の結果を活用し、「個別の課題」（家庭背景・発達の特性・学習意欲・学習習慣等）を
明らかにした上で、校内研修の時間に、指導に関わる教職員で情報の共有や経年での比較が行えるように
した。また、どの段階に立ち戻って知識および技能の学び直しをする必要があるのかを把握し、必要に応じて、
学習時における補助教材を準備したり、反復学習等による補充的な指導を取り入れたりするようにした。反
復学習については、ICTも活用し、児童の主体的な学びを育成したり繰り返し何度もできる環境を設定した
りした。
★一人一人の学習状況の見取りから始まる授業改善「中牟田スタイル」
本校では、一人一人の学習状況を見取るために、授業前後の実態把握と授業改善に取り組んだ。授業前
の取組として、レディネステストを実施し、児童の実態と予想されるつまずきを明らかにし、「本時のねらい」
「課題解決の過程の評価基準」等を学年で共有した。授業後の取組では、児童のノート記述等をもとに、課
題解決の過程や振り返りにおいて、学びをどのように自覚できたかの把握を行った。一単位時間には、復習・
練習問題に挑む時間の設定や、適宜、評価問題を位置付け児童の理解度を定期的に確認することにより、
次時や次単元等の指導体制や補充的な学習の実施について検討を行った。

また、「思考力・判断力・表現力」の育成に向け、自分
の考えを相手意識を持って伝えたり、聞き手として他者の
気持ちを尊重したりする交流活動を位置付けた「中牟田
スタイル」を提示した。「中牟田スタイル」とは、目指す子
どもの姿を具現化するための問題解決型の授業における
「学習過程」と「各段階の手立て」を示したものである。こ
の「中牟田スタイル」の提示は、全職員による同じ学習過
程を意識した授業づくりや、児童の学びが統一されること
にもつながった。

第Ⅱ章 実践編 要素① すべての子どもの 学びを支える学習指導
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★共感的に理解し、「自分事」として捉えるために～個別の人権課題に関する学習～
市内共通で取り組む人権に関する学習では、児童が人権に関わる知識の内容を共感的に理解し、「自

分事」として認識できる授業づくりに取り組んできた。本校独自の取組としては、個別の人権課題に関して、
児童の実態や発達段階に応じて選定した学習内容を扱い、６年間を見通したカリキュラムマネジメントを
行ってきた。また、教職員研修では、指導力向上を目指し自己有用感の醸成につながる活動や手立ての具
体が明確に捉えられるように、協議やグループワークを取り入れた。

★「認められている」「参加している」実感が持てる、あたたかな交流活動
本校では、 「授業づくりの視点」（自己存在感、共感的人間関係、自己選択・決定の場）をもとにした人

権教育の視点に立った授業の工夫を行うことを通して、「認められている」「参加している」という実感を持
つことができるようにした。また、自己肯定感の高まりにつながる効果的な交流の場や交流の仕方を見直し、
全職員で交流の目的・方法等を確認した。その際、話し手だけでなく聞き手の指導も行い、あたたかい雰囲
気の交流を心掛けた。

★人権尊重社会の構築への思いを～リアリティのある学び～

本校では、 『あおぞら』『あおぞら２』及び地域教材を、各教科等に効果的に位置付けたり、指導方法等

を工夫したりすることで、「自分事」として考える人権に関する学習を実施した。３年間の学習を積み重ねる

ことで、１年生の時はどこか他人事な感想を持っていても、３年生になると、生徒アンケートや授業後の振り

返りの感想において、「今の世の中では差別はあるが差別をなくすために努力したい」といった割合が増え

てきた。生徒が今なお差別があることを自覚し、自分にできることとして、学習で学んだことを生かしながら、

人権が尊重された社会をつくっていきたいという意志を持つことができるようになっている。

★自尊感情を高める、人権が尊重された学習活動づくり
本校では、すべての児童の人権感覚、特に自尊感情の向上を目指し、人権が尊重される学習活動づくり
を継続して進めている。授業場面では、児童一人一人が自分の考えを持つことができるようにし、友だちの
考えと比べながら聞く場を設定した。その際、最後までしっかりと聞くことの大切さを伝えていくことで、毎時
間の授業の中で自尊感情を高める取組を全職員で行ってきた。『かがやき』『あおぞら』『あおぞら２』等の
活用については、各教科等の指導目標を踏まえ、育てたい資質・能力との関連を明確にして各教科等との
関連を図り、体験活動を意図的に行った結果、学習・生活アンケートの「自分には、よいところがあると思う」
の項目の向上が見られた。

★児童の実態等を踏まえた複数の教師による指導・支援と家庭学習

本校では、基礎学力定着の達成目標を「中学校で困らない家庭学習能力の育成」と設定した。特に国

語科の言語領域、算数科の計算領域を中心に、個別最適な学びを保障するために、児童の実態等を踏ま

え、指導方法工夫改善担当等での複数の教師による指導・支援を行うようにした。また、その際の効果的な

指導・支援について、教職員からの意見をもとに改善を重ねた。家庭学習においては、宿題と自主学習を明

確に区別し、発達段階別の到達目標を定めた。 ★学びを自覚し、表現できる子どもを育てる「３段階のふり返り」
本校では、自分の気持ちを相手に伝わるように言葉にするのが苦手な児童も、主体的に学習に参加し、
自分の考えを表現できるように、「３段階のふり返り」を実施した。 「３段階のふり返り」とは、問題解決過程
における「①めあてに向かうふり返り②思考を促すふり返り③学びの定着を図るふり返り」である。この3段
階を位置付けることで、気付きや学びの言語化、交流の場の工夫へつなげた。これにより、他者とかかわり
ながら問題解決を行い、自己の学びを価値付けることで自己肯定感を高める授業づくりの推進を行った。

★成功体験を積み上げる基礎学力定着の「帯タイム」

本校では、分からない、できないと思うとすぐあきらめてしまいがちな自尊感情の低い児童に成就感や達

成感を味わわせ、成功体験を積み上げることで自信を持たせたいと考え、「帯学習」を行った。その結果、児

童の集中力はかなり高まってきた。どの学年においても正答率が上がってきており、繰り返し練習することで、

少しずつ基礎学力が定着してきている。全学年共通の取組として、毎日朝の活動では、音読３分・百ます計

算７分等を実施し、読む力・語彙力・計算力の向上に向けて取り組んでいる。「帯タイム」を朝の活動に位置

付けたことで、児童が集中して取り組む姿が見られている。

★教職員や保護者による肯定的評価がつなぐ次の学びへのチャレンジ

本校では、県教育委員会作成の「学習到達度診断シート～未来への一歩～」を算数科の授業で活用し、

基礎基本の定着を図っている。教職員や保護者による意図的な肯定的評価の場を設定することにより、児

童が自信を持ち、次の学びへのチャレンジにつなげることができた。複数回繰り返すことで、「（前回は3枚

だったのに）今日は5枚できた！」といった児童の声も多く聞くことができ、意欲的に取り組む時間となってい

る。

★「これならできそう」～パターン化した学習ステップ～

本校では、成功体験を積み上げていくために、パターン化したスモールステップの学習を設定している。こ

れにより、小さな成功を重ねることで自信を持ち、さらなる向上を目指す意欲を生み出すことができた。継続

的・能動的な学習活動を、朝学習や週１回全校での「チャレンジ学習」等で続けることによって、反復による

向上の可視化ができ、「これならできる！」というチャレンジにつながった。

★成就感や達成感を味わわせる「教え合い活動」

本校の全国学力・学習状況調査や県学力状況調査等の結果を分析してみると、学力の定着度の二極

化が顕著に見られた。学力の定着度の低い生徒の中には、教育的に不利な環境の下にある子どもの多く

が含まれ、不登校傾向を示す生徒もいた。そこで、生徒が主体的に学ぶことに重点を置き、全生徒の「学力

保障・進路保障」を目指し、基礎学力定着のシステムづくりを全職員で根気強く継続してきた。年２回の「基

礎学力コンクール」では、学習常任委員会の取組を研究推進委員会がフォローする形で、学校行事におけ

る縦割りブロックを効果的に活用し、学級や学年を超えた「教え合い活動」を実施した。平均点を競うので

はなく、プレテストと本テストの「伸び率」に焦点を当てることで、自身の「伸び（成長）」を実感させ、成就感

や達成感を味わわせることができた。また、毎週「ノー部活デー」の放課後に実施している「進路を拓く楽習

会（自主学習会）」の参加希望者も年々増加してきており、生徒自身が自らの課題の克服に向けて学習に

励む姿が見られる。必要に応じて、個に応じた難易度の異なる課題を教師側が準備し、反復学習等を行う

ことで、生徒の学習意欲がさらに高まった。

★自分に合った学習方法を～生徒会活動と連携した自学ノートの活用～
本校では、自分で学習方法を選択して学びにつなげることができるように、また家庭学習のきっかけをつ
くり、家庭学習の充実につなげるように、自学ノートの取組を行っている。取組を推進するために、学校全体
の取組として、生徒会活動と連携し、内容が充実している自学ノートを班で紹介し合ったり、クラスの掲示物
として掲示したりした。
その結果、自学ノートが他の学習に取り組むきっかけになっており、家庭学習の１日の平均学習時間が学
校全体で増えたことが生徒アンケートの結果から明らかになった。
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★本音の語り合い・学び合い～生徒をつなげるために、まず

は先生から～

本校では、例年４回の校内授業研修を実施し、全職員が公

開授業を行っている。事後の授業整理会では、研究主任の提

案により、管理職を含む全職員をランダムに少人数のグルー

プに分け、ワークショップ形式で研修を行い、全員に発言を促

すようにしている。学習指導案の中に抽出生徒を記入し、公開

授業の前に全職員で共通理解を図り、その生徒の「つぶや

き」を聴き取り、具体的な生徒の姿で語り合い、変容を見取る

ようにしている。教育的に不利な環境の下にある生徒の授業

への参加の姿勢･意欲・理解度・交流活動の様子等を伝え合

い、その後の指導方法の工夫につなげることができた。生徒を

つなげるためには、まず教職員自身がつながり、本音で語り合

い、学び合える集団になることが必須である。その研修の過程

においては、市教育委員会の指導主事を講師として招聘し、

最終的に本事業で目指す子どもの姿を「自ら他者と関わりを

持ち、他者の考えを聴いて自分の考えに生かそうとする姿」と

設定することができた。そして「つながり」を大切にする活動を

今後さらに充実・深化させていくことを全職員で確認すること

ができた。

★学校の核となるミドルリーダーの育成～校務分掌における班編成の工夫を通して～

本校では、校務分掌のリーダーに、次代を担う人材を配置し、校務分掌を班に分け各班長が運営委員会

に参加するようにメンバー構成を工夫し、運営委員会において各班の進捗状況を共有した。その際に、各校

務分掌の取組が、学校の重点目標の達成に向けて、つながりがあるか、効果的に実施できているか等を共

有することで、教職員のベクトルをそろえることができた。そういった取組は学校の核となるミドルリーダーの

育成につながっている。

★意図的・計画的な校内研修の実施～大事にしていることの理解・認識を深めるために～

本校では、校内研修等のねらいを運営委員会で確認し、ねらいを明確にしながら、校内研修会を意図的・

計画的に位置付けた。また、研修の内容や形態、グループ編成等を工夫して実施したことにより、経験の浅い

教職員や新しく異動してきた教職員が、本校で大事にしてきていること（「家庭訪問を徹底し、一人一人の生

徒の背景を理解すること」や「お互いのことを共感できる人間関係づくり・集団づくり」等）について理解や認

識を深め、共通して取り組んでいこうとする意欲を高めることができた。

★教職員がつくる支持的風土～日常会話から始まる学び～

本校は、正式な形で行う「研修会」とともに、職員室での先輩教職

員や管理職との日常会話から学ぶ「研修」の場を意図的に設けてき

た。その成果として教職員に「日常から積極的に学ぼうとする姿勢」

が学校文化として定着した。管理職がその雰囲気を大切にし、教職

員同士が互いの悩みや困り事に気付き、ともに解決策を考えていこ

うとする支持的風土が形成されている。教職員に共有された意識と

して、「黒土小学校ならばできる」という集団効力感が醸成された。

★「分からないことは分からない」といえる教職員集団を目指して～日常的・恒常的なOJTの推進～

本校では、教職員のベテラン層と若年層の二極化等の実態がここ数年続いている。そのような中、全職員

がベクトルをそろえて教育活動を推進していくために、校務分掌組織や学年配属等において、ベテラン層と若

年層の教職員を効果的に配置し、日常的なＯＪＴが実践できるようにしてきた。職員室が狭いのが難点ではあ

るが、そのことは教職員の物理的な距離が近いというメリットにもなり得る。日常の職員室の風景を眺めてみ

ると、ベテラン層の主任・主事と若年層の学級担任が学習指導・生徒指導・進路指導等について互いに思っ

たことを率直に話し合っている姿をよく見かける。また、若年教職員が積極的に提案し、それに対して肯定的な

アドバイスをするベテラン教職員の姿がある。特に、これからの学習指導においては、ＩＣＴの有効活用が求め

られる。ＩＣＴ機器の操作については若年教職員が説明し、授業のねらいに応じた手立ての工夫等については

ベテラン教職員が助言するなど、それぞれのよさを生かす学び合いの場を工夫している。「心理的安全性」が

確保され、質の高い教職員集団になるためにも、今後も恒常的にＯＪＴを推進し、生徒同様「分からないことは

分からない」といえる教職員集団を目指していきたい。

【実践のポイント】
〇課題解決へ向けた共通理解
〇学び合うための場の設定の工夫
〇ミドルリーダー育成の工夫

〇教職員のつながり
〇教職員の参画意識・意欲の向上
〇教職員の同僚性の高まり

★一人一人の納得・共感を生み出す共通実践の工夫

本校では、全教職員が「主題研究」「授業づくり」「人権・環境」「プランニング」のいずれかのチームに所

属し、チームで活動の計画・推進・評価・改善に取り組んだ。チームは様々な年代の教職員で構成した。この

ことにより、①様々なアイディアが生まれ、取組を進めるエネルギーや土台となった、②個々の教職員の役割

が明確になり、同時に所属感も高まった、③一人一人がチームの一員であることを自覚し、全職員で取り組

もうとする意欲が高まった、④職員同士の関わりが増え、研修に対する参画意識が高まったなど、多くの効果

が得られた。

また、校内研修を２部制（例：前半→チーム会議、後半→全体研修）で実施したことで、チームごとの共有

の場を確実に設定できた。

加えて、活動の実施後に職員アンケートを実施し、教職員集団を客観的にみることで、評価・改善につなが

り、次の取組への目的意識や意欲を高めることができた。

教職員集団は、学校づくりの、文
字通り「エンジン」であり、思い
を共有できる教職員集団をつくり
上げることが「効果のある学校づ
くり」のためには欠かせません。

★教職員の率先垂範～児童に身に付けたい資質・能力を、まず教職員が～

児童に身に付けさせたい資質・能力を、教職員自らが明確にし、それを認識したり、見取ることができ

なければ、児童がよい側面を表したとしても、価値付けたり評価することはできないとの考えに基づき、

本校では、教職員集団が「何事にも謙虚な姿勢でのぞむことはよいことだ」という意識を持ち、児童に

価値付けるべき言動が見られたときには、それを認識し、価値付け、価値付けた結果を学校通信等を利

用して児童及び保護者に伝えることで指導効果が上がるという共通理解を持って、取り組んでいる。

●チーム力を引き出すリーダーシップ
●信頼感にもとづくチームワーク
●学び合い育ち合う同僚性

第Ⅱ章 実践編 要素② 気持ちの そろった教職員集団
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★チーフの合言葉は「チャレンジ」～ともに支え合う教職員集団づくり～
本校では、 ４つのチーム（主題研究チーム、授業づくりチーム、人権・環境チーム、プランニングチー
ム）のチーフを教職経験３年～１０年未満の職員に任せ、ＯＪＴに取り組めるよう、年代の構成を工夫し
て配置した。このことにより、チームを引っ張ろうとするチーフの力と、それを支えようとするメンバーの
力がともに働くことが期待でき、「チャレンジ」を合言葉に、チーフの取組をあたたかく見守る教職員の
組織を構成することができた。チーフとメンバーがともに支え合おうとする雰囲気をつくることで、チー
フが自信を持ってチームの取組を推進することにつながった。このような構成にしたことで、取組の内
容や方法について前例にとらわれない、「チャレンジ」しようとする意識が生み出された。
また、チーフを教職経験年数が近い職員が担ったことにより、それぞれの取組や内容を共有しやす

い雰囲気が生まれ、支え合う関係性が構築された。また、相互に刺激し合って切磋琢磨することで、各
チームの取組の充実が見られた。
チームの構成の工夫により、若年教職員育成というねらいからだけでなく、経験豊富な教職員がど

のようにかかわるべきかという「かかわり方」を考えるきっかけとなった。そのことで、それぞれの年代
の教職員の深いつながりを生み、研究の推進力となった。

★子どもたちの育ちと学びをよりよいものに～教職員で共有する「職員スタン
ダード」～
教職員の世代交代が進む中、学校現場には若年教職員が増えている。本

校では、子どもたちの育ちと学びをよりよいものにするためには、まずは大人で
ある教職員が、当たり前のことを当たり前に行う姿を見せることが大切だと考
え、「職員スタンダード」を作成した。校長自らベテラン職員への聞き取りを行
い、日頃から大切にしていること、若い頃に失敗したことをもとに「社会人編」
「学級編」としてまとめ、思いを継いでいる。

★キーワードを位置付けて～提案から振り返りまで～
本校では、校長のリーダシップのもと、これまで人権・同和教育を基盤に据えた学校運営を行ってき

ており、本年度は、キーワードとして、「仲間とともに」を位置付け、仲間とともに「自ら、感じ・考え・行動す
る」生徒の育成を目指している。各校務分掌からの提案についても、「仲間とともに」が位置付けられて
いるか、また、教育活動を振り返る際にも、その視点で行っている。

★各教職員が役割を果たしてつくる組織運営
本校では、教頭、主幹教諭が職員室内におけるコミュニケーションネットワークのハブ(集約)としての

役割を果たしている。つまり、学校経営上必要な情報が集約され、的確な経営判断に結び付くとともに、
誰に情報をつなぐかという「情報のコーディネーター」としての役割も果たし、校務分掌間の業務の調
整も行うことができた。また、担任等に寄り添う姿勢を持ち、解決に困難さを伴う課題等に対しても、担
任等と同じ視点で日常的に向き合うことができている。
「働き方改革」の一環として、学校行事の精選や実施形態の見直し等を行う上で、経験の少ない教

職員の意見も取り入れることにより、若年教職員が主体的に学校経営に携わっているという実感を持
つことができた。その結果として、組織全体で「働き方改革」を推進でき、子どもと向き合う時間の確保
につながった。管理職等が発揮するリーダーシップに呼応して、教職員集団のフォロワーシップが効果
的に発揮されており、心理的安全性が確保された職場環境を構築している。

★機動性を高める組織運営
本校では、校長、教頭、主幹教諭が複数の委員会には所属せ

ず、１つの委員会にのみ所属している。したがって、委員会を開催
する日程調整が容易であり、委員会での会議等が頻繁に行われ
ている。成果として、各種委員会の機動力、対応力、即時性(取組
までの時間の短縮化)が高くなり、危機管理体制の強化にもつな
がった。

★すべての関係者への浸透を図る学校経営ビジョンと目
標の明確化
本校では、学校経営ビジョンと目標を明確にし、教職員

や地域社会等、学校を取り巻くすべての関係者に浸透でき
るようにしている。その結果、ＰＴＡ等がかかわる学校行事
の企画・運営の場面でも、関係者と効率よく効果的に業務
を進めることができている。

★学びのスタイルを統一する戦略的な配置
本校では、 指導方法工夫改善担当が研究主任・学力向上コー
ディネーターを兼務している。このことで、学びに関する推進を統
一することができ、学校全体で学力を向上させようとする気運の
向上にもつなげた。また、指導方法工夫改善担当がT1（全体指
導）で授業をすることで、担任は授業づくりの視点や工夫の提起
を毎時間確認することができ、授業スタイルを全校で統一するこ
とにもつなげられた。

★子どもに伝わる言葉で目標設定～ビジョンと目標の共
有～
本校は、校長のリーダーシップのもと、同僚性を大切にし、
教職員集団が１つにまとまることができている。教育目標
や学校全体として取り組む目標は、子どもに伝わる言葉、
例えば、「やさしい」「ありがとう」などの言葉を使って設定
していることで、全職員でビジョンと目標を共有することが
できている。その結果、どの職員も目標を意識した教育活
動を展開することができ、また、子どもたちも、校長が掲げ
た目標の言葉を学期ごとの目標に取り入れるようになった。

★徹底した職務の整理から、子どもに向き合うゆとりを
本校では、徹底した職務の整理を行い、教職員がじっくりと子どもたちと向き合う時間や放課後の時

間を確保して、研修や授業の準備、家庭との連携の時間を生み出している。生活時程を見直し、「帯タ
イム（基礎学力定着のためのシステム）」を毎朝集中して実施することで、６校時授業の日でも下校時
間を１５時３０分に早めている。このことによって、職員それぞれがゆとりを持ち、児童下校後の時間を授
業の準備や保護者連絡、家庭訪問、研修の時間として活用することができている。

【実践のポイント】

〇ビジョンや目標の浸透の工夫

〇組織の構成の工夫

〇組織を推進させる時間の確保

〇目標を意識した教育活動

〇組織運営に係る意識の変化

教職員集団がチーム力を高め、
一人一人が力を発揮するために
は、学校全体として取り組む明
確な目標や目標達成に向けた柔
軟な運営が鍵となります。●ビジョンと目標の共有

●柔軟で機動性に富んだ組織力

第Ⅱ章 実践編 要素③ 戦略的で 柔軟な学校運営
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★同学年での交換授業が学年で子どもを育てる意識を生む
本校では、高学年では学年で教科を分担して、低中学年では教科内容を分担して授業を行っている。例

えば、高学年は５年１組の担任が社会科を担当、２組の担任は音楽科と家庭科などをする。低中学年では、
例えば体育科の内容を「跳び箱」「障害走」「タグラグビー」の種目に分けて各々が担当し、児童が時間ごと
に入れ替わるようにした。このことで、どの担任も学年の児童を知ることができ、何か問題があった場合、学
年で対応していくことができている。また、担任も一人で抱え込まないでよいという心理的な安心感を生み
出すことができた。

★気持ちを伝え合うために～学校全体で取り組む集団づくり～
本校では、朝の会や帰りの会などで、日常的にお互いの話や考
えを聞き合う集団づくりを行った。あわせて、自分の気持ちを伝え
たり友だちの考えを聞いたりすることができるように、学級活動の
時間を活用したソーシャルスキルトレーニング学習を実施した。こ
のソーシャルスキルトレーニング学習と、児童会が中心となって学
期に１回行っている「朝のあいさつ運動」を関連させることで、あ
いさつを通して、主体的・建設的なコミュニケーションを意識でき
る機会をつくり、全校の取組を各学級で強化しながら、人間関係
づくりを行っている。
また、「いじめのないハッピーで最高な鎮西小学校」「みんなが
笑顔の鎮西小学校」と、全校で共通の目標を掲げ、毎月、各学級
で振り返ることで学級での集団づくりを行っている。そして、各学
級の代表が、代表委員会で振り返りを発表し、全校で同じ目標の
達成に向けて、同じ思いで進んでいくことができる集団づくりを
行っている。

★教師と児童、児童と児童がつながる「対話活動の４条件」
本校では、授業を構築する上でのノウハウとして、「対話活動の

４条件」(①共感的・支持的風土がある②対話する共通の問題が
あり、必然性がある③個々が考えをもっている④対話活動の方法
を知っている)を策定し、「効果的な対話活動」を取り入れた学力
向上に継続して取り組んでいる。その結果、教師と児童、児童と児
童のコミュニケーションが円滑になるとともに、すべての児童の自
尊感情が高められ、互いへの承認の雰囲気も醸成されている。

★子どもを深く理解するためのクラス一斉教育相談
本校では、計画的にクラス全員の教育相談活動を行っている。事前に打合せ会を設定し、特に気になって

いること、確かめてほしいことなどを、担任と相談担当者（校長、教頭、主幹教諭、人権・同和教育担当者、生
徒指導担当者、養護教諭等）で確認した上で実施している。時期は学年で異なり、例えば、５月はクラス替え
を行った５年生、９月は修学旅行前の６年生、２月はクラス替えを前にした４年生を対象に実施している。事
後には、関係者で教育相談の内容の共有を行うとともに、それ以外にも、必要に応じて緊急に教育相談活
動を行い、不登校や問題行動等の未然防止、早期対応につなげるとともに、児童が安心感を持つことがで
きるよう努めている。
★全ての児童の安心を目指す組織的な生徒指導
本校では、週１回「生徒理解委員会（構成員：校長、教頭、主幹教諭、人権・同和教育担当者、生徒指導

担当者、ＳＳＷ）を開き、生徒指導に関する細やかな情報交換を行い、その後の早期支援につなげている。特
に、不登校傾向の児童や見守りが必要な家庭については、個別に状況を確認し、すべての児童が安心して
過ごすことができるように、学校外の関係機関とも連携しながら、支援できる体制を整備し、組織的に対応し
ている。

★学校生活の基盤をつくるために～協議を重ねてつくる共通理解～
本校では、遅刻・欠席なく登校すること、チャイムが鳴れば着席をすること等、学校生活、学習の基盤づく

りとしての基本的生活習慣の定着を全職員で共通理解し、統一した指導を行ってきた。この取組に至る過
程では、管理職によるリーダーシップのもと、児童の学力と進路の保障にとって、「真に必要な生徒指導上
のルールは何か」について教職員間で協議を重ね、合意形成を図ってきた。指導の不一致をなくすため、教
職員もルールを遵守する姿勢を見せるよう心掛けている。

★生徒理解でつくる、安心して過ごせる学校
本校では、学級で気になる生徒や教育的に不利な環

境の下にある生徒を含め、誰一人取り残さない学級づく
りを行っており、学年部会等で生徒の様子について共通
理解を図っている。
また、「誰もが安心して過ごせる学校」を目指して、生

徒が互いのよさを認め合い、つながり合う集団になるよう
に取り組んでいる。具体的には、生徒を支えるという視点
を大事にし、生徒の意見をしっかりと聴き、指導を行った。
また、生活アンケート等を実施し、生活の中で悩みを抱え
ている生徒に教育相談を行ってきた。日常的な授業の中
でも、「仲間とともに」を意識し、対話的な活動を多く取り
入れるとともに、安心して学びに向かえる集団づくりに努
めている。

★心の安定のために～共有される指導の在り方を通して～
取組を「統一」して、それを「共有」しようとする意識は、児童とのかかわり方においても大切である。その

ことにより、指導の在り方も共有され、それぞれの教職員が一致したかかわりを持つことができる。特に、規
範意識については、目指す児童の姿に向けた教職員全員で行う共通の取組が有効である。このことは、児
童にとっても、心の安定にもつながっているものと考える。

★教職員をつなげる共通の話題～児童の実態の共有を通して～
本校では、「中牟田スタイル」を提示することで、「統一」した学習指導方法や、それに伴う児童の実態の

「共有」につながり、児童の学習への評価や改善が職員共通の話題となり、年代を越えたかかわりやつなが
りをつくることができた。また、学年での共通した取組はもちろん、学校全体の取組となり、学年間を意識した
取組につながった。さらに、学力保障の面からも、児童の学習理解についての振り返りがしやすく、現状の分
析ができ、そのことを通して児童理解を深めることができた。同時に、毎時間の学習状況を評価することは、
児童のよさや頑張りを認めることになり、信頼関係の基になる「つながり」を構築することにもなった。

【実践のポイント】

〇丁寧な児童生徒理解とその共有

〇学校全体での統一した指導

〇思いや気持ちを受け止める人間

関係づくり

〇組織的な支援体制づくり

〇信頼関係づくり、つながりづくり

〇自尊感情や安心感の向上

生徒指導による豊かなつながり
があるからこそ、児童生徒が安
心して学習できる豊かな学びの
環境が整えられ、学習意欲の向
上や学力の向上につながります。●一致した方針のもとでのきめ細かな指導

●子どもをエンパワーする集団づくり

第Ⅱ章 実践編 要素④ 豊かなつながりを 生み出す生徒指導
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★地域の身近な大人から伝える「未来授業」

本校では、自分にできることを仕事にして、ともに社会の中で生きていくために具体的な未来を思い描い

て欲しいというPTAの願いから、「未来授業」を始めた。もともとは、「キャリア教育研究会」に依頼して「夢授

業」を開催していたが、地域の身近な大人でもある保護者から、子どもたちに様々な種類の仕事の魅力を伝

えてもらうことができれば、より子どもたちに未来のイメージが膨らむのではないかと考えた。

子どもたちの知っている、出会ったことのある大人の職業は多くなく、キャリアを重ねるための目標である

夢の種類の幅も広くはない。

そこで、PTAの協力を得てキャリア教育の一環として「未来授業」を実施した。令和５年度は、５・６年生を

対象に実施し、２２名の方に協力いただいた。

仕事に携わる人として参加した大人からは、「他の方の話が聞きたかった」「私も、子どもの頃にこんなの

があったらよかった」と好意的な声が聞かれた。

PTA主催で子どもたちにキャリア教育を行うことで、保護者と学校が子どもたちの幸せな未来を願ってい

ることが感じられ、子どもたちも自己有用感を感じることができる場になった。

★課題や支援の方向性を共有する学びの場「ひまわりの会」
本校では、校区保育園（５園）・小学校・中学校の教職員が集まる

「ひまわりの会」を組織し、ともに育つ地域づくりを進めている。小学
校入学時の実態調査に対する分析・考察から課題を共有し、学力の
土台についての意識の共有化を図ったり、卒業生の姿から校区の子
育ての課題や支援の方向性を共有する学びの場となっている。
★地域との輪が広がる連携事業～保・小・中を通して～
本校では、５歳児の体験入学のお世話を５年生が行い、翌年、小学
校入学後に１年生のサポートを６年生が行い、さらに翌年、２年生と
中学1年生がさつまいもづくり（苗植え、草取り、収穫、焼き芋パー
ティー）を合同で行う交流事業を行ってきた。3年間同じ学年同士で
交流活動を行うことで、「あんな優しいお姉ちゃんお兄ちゃんに私もな
りたい」など、モデル像の提示の場となった。
また、地域との連携事業として、1年生が校区の小松菜農家の方、
3年生が校区の伝統行事を受け継いでいる方、5年生が地域でボラ
ンティア活動を続けてこられた方や校区内の保育園訪問など、学年
ごとにテーマを決めて出会い学習を進めている。

★子どもの育ちを共有する小中連携
本校では、小学校との連携については、中学校区ブロックをもとにお互いの授業公開や協議会を通して、そ
れぞれの児童生徒の実態を共有し、児童生徒が、どのような学びを積み重ねて中学校に進学してきているか
を把握し、小・中学校の9年間でどのような生徒に育てていきたいかについて共有している。長期休業中には、
年1回、小学校と合同の研修会を実施、また、年3回、各校での実践を交流する授業公開を行い、差別の現実
に学ぶ研修や進路保障についての研修など、それぞれの課題を明らかにしながら、学びや交流を深めたりす
る研修会を実施している。そのような取組を通して、小・中学校の職員間のつながりも深まり、情報交換がしや
すい雰囲気ができあがっている。

★ともに学ぶために～PTA成人教育委員会の取組を通し

て～

本校には、ＰＴＡの組織として３つの委員会（広報・校外補

導・成人教育）がある。その中の成人教育委員会では、毎年

人権問題をテーマにした活動を行っている。令和４年度は、

八女市人権・同和教育研究協議会と共催で、講師による一

人芝居を開催し、生徒・教職員・保護者にとって大きな学び

となった。令和５年度は、市の「人権メッセージコンクール」の

応募と関連付ける形で、ＰＴＡ主催で校内「人権メッセージコ

ンクール」を実施した。校内「人権メッセージコンクール」の入

賞者については、ＰＴＡの成人教育委員と担当職員で独自に

選出し、全校集会で表彰した。また、すべての作品について

は模造紙に貼付し、１０月に開催された「文化発表会」で展

示した。

★子どもを中心に据える９年間～３つの部会で推進する小中連携～
本校は、現在１小・１中の校区であり、令和４年度から小中９年間での児童生徒の育成を見通した共通の

学校教育目標を設定し、教育活動を行っている。令和５年度からは小中共通したグランドデザインも策定し、
その基本となる部分に「人権・同和教育を基盤にした教育活動 ～児童生徒一人一人の理解に努め、その子
どものよさを生かし伸ばす教育の推進（自己有用感・自己肯定感の涵養）～」を据えた。そして、「立花小・中
連携教育研究会」を発足させ、小中連携運営委員会を中心として小・中学校の全職員が３つの部会（学力
向上部、生徒指導部、人権・同和教育部）に所属し、それぞれの部会の計画に沿って研究を推進してきた。
【学力向上部について】小中９年間を通した学力向上の計画を策定し、小中一貫した授業形態の工夫を行
い、授業研究を推進した。令和５年度は「対話活動」を取り入れた授業を実践することを部会の重点とし、小・
中学校の授業や児童生徒の様子を見合う授業交流会を年２回実施し、効果的な学習の手立て等について
協議を深め、日々の授業実践に生かしていくことができた。令和４年度より、小・中学校の「自学ノート」の効
果的取組についても協議を重ね、中学生の「自学ノートモデル」を小学校高学年に提示した。また、中学校職
員による小学校高学年への「出前授業」も継続しており、「中１ギャップ」の解消の一助となった。今後は、中
学校入学後に特に課題の見られる数学科（算数科）・英語科の小中連携をさらに強化していく。
【生徒指導部について】小中９年間を通した生徒指導の計画を策定し、小中一貫した生徒指導の推進を行
い、日常的に不登校傾向の児童生徒に関する情報交換や小・中学校の「生活の心得」等について共通理解
を図った。また、基本的生活習慣の習得の取組として、立花小中ブロック「５つの約束」を小中共通して徹底
した。
【人権・同和教育部について】小中９年間を通した人権・同和教育及び特別支援教育の計画を策定し、人
権・同和教育の系統的カリキュラムの作成や小・中学校の特別支援学級の交流を推進した。中学校で社会
科の授業や人権学習を実施する際に、小学校での既習内容について細かく情報や資料を収集し、小学校の
授業内容を踏まえた系統的な学習になるよう努めた。さらに、小・中学校の特別支援学級の交流についても
積極的に推進し、小学校の特別支援学級の児童および保護者を対象とした授業参観を設定し、その後は保
護者懇談会を実施した。また、秋には保護者と協力して小・中合同のサツマイモ収穫作業を行い、最後は調
理して試食し、交流を深めた。

★保護者・地域の思いからつくる人権教育

「いじめや差別のない環境の中で安心して、学んでほしい」「本人の責任ではないことで差別され阻害さ

れることに対して、そのおかしさをしっかりと理解して、なくしていくことができる力を身に付けてほしい」といっ

た保護者・地域の願いを大切にした学習を行った。低学年から科学的な認識を積み上げ、事実と想像力で

物事を判断できる力や様々な違いを肯定的にとらえ、多様性を認め合う感性を培う学習を系統立てて行っ

た。特に８校の小学校から2校の中学校に進学することを見据えて、市内の人権・同和教育推進担当者が中

心となって共通の人権に関する学習カリキュラムを作成し、それに則って各学年での学習を進めている。

【実践のポイント】
〇ともに学ぶ場の設定
〇保護者や地域の思いをもとに
した取組の設定
〇校種間連携の目標の共有

〇思いの理解、自尊感情の向上
〇取組の日常化、深化

地域には子どもたちの育つ環境
の「広がり」が、校種間連携に
は子どもたちの育つ道筋の「つ
ながり」があります。連携を通
して学校教育活動を充実させた
り、校区全体の教育力を高めた
りすることができます。

●多様な資源を生かした地域連携
●明確な目的をもった校種間連携

第Ⅱ章 実践編 要素⑤ ともに育つ 地域・校種間連携
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★子どもと一緒に保護者も学ぶ人権に関する授業参観

本校では、中学校区事業において、小中９年間を見通した人権

教育カリキュラムを作成している。このカリキュラムは、子どもの発

達段階等に配慮しつつ、学校の実情等に応じて、より身近な課題

を選び、時機を捉えて効果的に学習を進めることができるように

工夫した。人権教育教材『かがやき』『あおぞら』『あおぞら２』を

各教科等を通じて育てたい資質・能力に合わせて位置付け、教科

等横断的な活用ができるようにしており、その授業を保護者に年1

回授業参観として公開し、保護者への人権啓発として実施してい

る。今年度からは、人権について学んだことを各学年ごとに発表す

る校内人権集会に、保護者や地域の方を招き、学校・家庭・地域

が一体となって人権について考える場を作った。

★保護者の支えがうれしい～学習応援団～

本校では、算数科の授業において、保護者と連携し、学習応援団（丸つけ先生）として支援・協力してもらう

ことで、児童の学習量の増加へつながった。さらに、丸つけの際に学習応援団である保護者から肯定的に評

価してもらう場面を設けたことで、達成感を味わえる場となった。保護者にとっても、学校の教育活動と子ども

たちの姿を直接見ることで、理解を深めることができた。

★学校での姿を家庭に届け、家庭での対話につなげる学級通

信・学校だより

本校では、授業等で見られた「望ましい姿」を、学級通信等を

通じて児童および保護者に伝えることにより、保護者も児童の学

校での「望ましい姿」を把握できるようにしている。この取組によ

り、子どもと保護者の対話の促進、家庭等で「褒める・褒められ

る言動」につながり、児童にとって正のスパイラルが形成されて

いると考えている。成果として「保護者アンケート」の「安心して

通わせることができている」の項目の評価が上昇した。

また、 学校だより等を利用して「家庭でできる人権教育」など、

子どもの人権を尊重する具体的なかかわり方などを周知し、家

庭の教育力向上を目指している。

★保護者の積極的な参加を促進するために～保護者と共有する「自主学習達成表」～

本校では、家庭学習習慣の位置付けを明確化し、定着化させる観点から、「中学校で困らない家庭学習

能力の育成」を目標として保護者に学校通信等で周知している。具体的取組として、「自主学習ノート」を使

用し、家庭学習の内容を「宿題」と「自主学習」に明確に区別し、学習活動全体の振り返りを促し、発達段

階に応じた到達目標を考えることができるようにしている。この取組を保護者と共有するために「自主学習

達成表」を作成し、保護者が家庭学習の進捗状況を把握できるようにしている。支援が必要な児童には、期

間ごとの目標設定や学習進度の調整にあたり、ＰＤＣＡサイクルを活用して児童が自分で改善することがで

きるよう支援を行っている。この過程では、保護者にも積極的に情報提供を行うとともに、保護者の意見を取

り入れながら進めている。

★習慣化へ向けて家庭と一緒に取り組む家庭学習強化週間

本校では、全校一斉に家庭学習強化週間の取組を実施している。これにより、児童と家庭へ家庭学習の

習慣化と深化に向けての意識付けを目指した。5月と12月に学習生活調査を行ったところ、家庭学習の時

間が、「30分以内」、「全くしない」と回答した児童の割合が、5月に比べて12月では大きく減少した。特に、

経済的な要因により教育的に不利な環境の下にある児童にその傾向は強く出ており、より効果的であること

がうかがわれた。

★子どもが決めて、保護者が励ます「じぶんで！！ウィーク」

本校のこの取組は、中学校区事業における取組の一つである。毎学期に一回、生活習慣・学習習慣を見

直すために、自分で実施する週を決める。早寝・早起き・朝ご飯、テレビやゲームの時間、読書習慣、家庭学習

の時間について、自分で目標を設定して取り組み、保護者から励ましのコメントをもらっている。

★教職員も保護者も声かけをする「朝食しっかり週間」

本校では、栄養教諭を中心として、1週間「朝食に何を食べたか」「排便はどうだったか」を児童自身が朝

食記録カードにチェックしていく「朝食しっかり週間」の取組を行っている。毎日自分の生活を振り返ることで、

生活習慣を見直す場となっている。児童全員の朝食記録カードには、栄養教諭がコメントを書き、このカードを

もとに学級担任・保護者から声をかけてもらうことで、自己の生活に対する意識付けへとつながっている。

【実践のポイント】

〇一緒に活動する場の設定

〇子どもに係る目標の共有

〇かかわるための多様な方法

〇保護者の理解や安心感等の向上

〇児童生徒の自己肯定感等の向上

人権教育の推進にあたっては、家
庭とのかかわりを重要視してきま
した。このかかわりは「一方向
的」なものでなく、「双方向的」
なものであることが大切です。

●家庭とのパートナーシップの推進
●学習習慣の形成を促す働きかけ

第Ⅱ章 実践編 要素⑥ 双方向的な 家庭とのかかわり
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★児童がつくる掲示コーナー～学級が楽しくなり、安心した場所にするために～
本校では、学級活動や係活動の時間を、学級集団づくりの時間として大切にしている。学級が楽しくなり、

安心した場所にするためにどうすればいいかなど、児童自身がその内容や活動目標を考えることは、自治の
力を育てることにつながるからである。そして、役割を決めたり、互いに協力して活動したりする必要があるの
で、お互いが協力するために、周りにどのような働きかけをしたらいいのかも考えなくてはならない。そこで、学
級活動や係活動の掲示コーナーでは、ルールを守ることや、よりよい人間関係をつくる上でも大切なことを、児
童がいつでもそこで確かめられるようにしている。

★支え合い励まし合う言語環境づくり
本校では、児童の言語環境を支持的なものにするために、年度始めに「ふわふわ言葉・とげとげ言葉」を出
し合い、日常的に意識できるように取り組んでいる。学級活動で「ふわふわ言葉」を書いた葉を作成し、「ふわ
ふわ言葉の木」に貼り付けて大きくしていったり、「鎮西にっこりタイム」の時間に「ふわふわ言葉」を紹介し合
う期間をつくったりすることで、言語環境を整え、安心して生活できる環境づくりへの意識付けを図っている。

★生徒と教師の人感感覚の涵養を図る校内「人権コーナー」
の設置
本校には、生徒昇降口と職員室の間の校内掲示板（２面）

を活用して、校内「人権コーナー」を設置している。担当教員
が中心となって「人権コーナー」への掲示、差し替え、啓発を
行っている。令和４年度からの掲示物の主なものとして以下の
ものがある。
・性の多様性 ・沖縄慰霊の日 ・ハンセン病
・マジョリティとマイノリティ ・生徒制作の人権ポスター
・アンネのバラ ・星野村平和の火 ・人権週間 等
各学年の階の廊下には、人権学習で学んだ内容や生徒の
感想等を掲示し、学習の深化と思考の共有化を図った。これら
の取組の結果、生徒と教職員の人権感覚が自然に磨かれ、自
らの差別性を見直すよい機会となった。「無意識の偏見（アン
コンシャス・バイアス）」に気付き、多様な人々を正しく評価する
ことが、学校の教育力を最大化し、「持続可能な社会の創り
手」としての生徒の育成につながると考える。
また、本校のすべてのトイレのピクトグラムと文字表記は「同
色」としており、性別を色で区分することの必要性に対して考
えるきっかけとなっている。さらに、本校の東西の階段の壁には、
日本国憲法の「基本的人権」を簡潔に解説するイラストを掲
示することで、日常的に「基本的人権」への意識が高まるよう
にした。

★「自己肯定感」「自己有用感」を高める校内掲示物の工夫
本校では、「学習・生活アンケート」を年３回（５月・９月・１２月）

実施し、その変容を見取り、全職員で共通理解を図った。特に自己
肯定感・自己有用感に関する項目を抜粋して考察してみると、現２
年生（昨年度の１年生）の評価が、他学年と比較すると極端に低
かった。そこで、「自分のよいところ」や「自分らしさ」、「自分が大切
にしているもの」等を全生徒がカードに記入し、模造紙にハート型
に貼付して掲示した。小さな取組を継続することで、本年度は徐々
にではあるが、アンケートの数値の向上が見られるようになった。

★安心感、所属感を高める校内環境整備
本校では、校内環境について、ポスターや作品掲示等をする際

には「子どもたち全員の頑張りを支援する」という観点で見直しを
行い、児童が安心感・所属感を得ることができるように改善した。さ
らに、児童昇降口には、学年ごとに学習活動の様子の写真をパネ
ルにレイアウトして掲示している。このパネルの写真の中には、児童
全員が必ずどこかに登場している。保護者が来校した際には、児
童がうれしそうに説明している姿も見られ、自己肯定感の向上につ
ながっている。

★子どもの学びやお互いのよさが認め合える教室掲示
本校では、図画工作科の作品などの掲示をはじめ、お互いのよさを認め合える環境づくりができているか
「環境チェック」を行っている。作品の掲示はお互いを認め合うことや、次時の作品づくりに向け、友だちのよい
部分を自分の作品に生かすこともでき、学習意欲を喚起することにもつながっている。また、作品を通じて認
め合うことが、自己肯定感を高めるためによい効果をおよぼしている。作品には、色使いや道具の使い方に児
童の心の様相が映し出されていることもある。教師はそれを手掛かりに、児童を理解することや認めることに
つなげている。日頃から、児童一人一人を大切にしているかについては、「自分チェック」も行い、教師の姿が
児童の人権感覚に大きな影響を及ぼしていることも自覚しながら、環境づくりに努めている。

★安心感を醸成するために～教職員の複眼的な視点と多様な関わり～
本校では、担任以外の教職員(児童支援担当、指導方法工夫改善担当、養護教諭、支援員、ＳＣ等)も、

登下校時の声かけ、授業中のサポートなどを行い、日常の児童とのコミュニケーションを大切にしている。
担任以外の教職員の複眼的な視点と多様なかかわりが、児童にとっての安心感の醸成につながっている。
また、全教職員で児童の話を最後まで傾聴し、発達段階に応じて意見を尊重するとともに、率先して児童
の手本となる適切なコミュニケーションをとっている。この取組は学級経営のあらゆる場面で、人権感覚とし
ての「傾聴」、「受容」技能の向上等にもつながっている。

★気分が落ち着き、潤いとあたたかさのある場を創る～「チャレンジ学習」を通して～
本校では、特別支援学級の児童と周りの児童をつなぐ取組の一つとして、「チャレンジ学習」を行ってお

り、その成果として、校舎に、特別支援学級の児童と交流学級の児童が共同制作した壁画を掲示している。
学習では前半に、特別支援学級についての理解を深める授業や、「しょうがい」について深く学ぶ学習を
行っている。後半は授業に関連付けた制作活動（壁画作成）を行っている。壁画制作にあたっては、一人一
人のつながり合いや、協力してチャレンジする体験を大切にしている。また、授業の中でともに制作活動を
行うことで、学習を記憶に残すこと、個人の制作の楽しみの後に、個人作品が合わさって全体作品（集合作
品）になった時の楽しみを味わえることもねらっている。また、１か月ほど作品を掲示することで、児童の記憶
を強化するのと同時に、作品自体が外部への発信の場にもなっている。作品を見ているだけで気分を落ち
着かせることができ、潤いとあたたかさのある場をつくり出すことにもつながっている。

★みんなの良さや頑張りを広げる「鎮西にっこりタイム」
本校では、給食の時間の全校放送を利用して、「鎮西にっこりタイム」の取組を実施している。毎週金曜

日には、教職員が順番で、児童のよいところや頑張っていること、様々な学習の振り返り等を、地域や保育
園、保護者の方の声も交えながら、全校へ紹介している。このことにより、教職員が児童を肯定的に捉えよ
うと意識することができた。
さらに、令和４年度からは、児童自身が各学級のめあてを紹介したり、児童会の委員会ごとに放送の司
会を担当するなど、取組を広げていった。このことにより、学級での児童の所属感が高まり、安心して過ごす
ことができる集団づくりにつながった。また、児童の参画により、すべての委員会の活躍の場にもなり、自己
有用感の向上につながった。

【実践のポイント】
〇掲示等の目的の明確化
〇環境づくりの日常化
〇児童生徒がつくる環境と教職
員がつくる環境

〇環境を通した学び、認め合い
〇人権感覚の涵養、自尊感情の
向上

環境には、設備・掲示等の「物的
な環境」と人の態度・言動等の
「人的な環境」があります。それ
らが相まって、子どもたちに安心
感を与えることで、豊かに学ぶこ
とができる場をつくることができ
ます。

●安全で規律のある雰囲気
●学ぶ意欲を引き出す学習環境

★児童とともに学校をつくる～子どもの権利を大切に～
本校には、日々の教育実践において「謙虚」な姿勢を持つ風土が醸成されている。この風土の基盤を成し

ているのは、児童一人一人の人格・権利を認め、児童とともに児童主体の学校をつくりあげようとする教職員
の意識である。また、学校と地域社会が「子どもを育て、学校を育て、地域社会を守る」という共通理念のもと
で、児童を将来の地域社会の形成者として尊厳を持つ存在であると認識している。

第Ⅱ章 実践編 要素⑦ 安心して 学べる学校環境
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★人権意識を高める常任委員会（放送文化係）の校内放送の工夫
本校では、常任委員会の放送文化係の取組として、給食時間に人権週間についての説明を行い、その

後、人権にかかわりのある曲を校内放送で流している。事前に歌詞の和訳を提示し、その歌詞を見ながら
曲を聴くことで、「人類愛」や「世界平和」についての理解を深めることができた。



★児童が成長する全校縦割り集会活動
本校では、高学年児童を中心に、児童をつなげる縦割り班活動を行っている。異学年との交流を深め、

チャレンジ精神や高学年児童のリーダーシップの育成、自尊感情の向上を図った。全学年を縦割り８グルー
プに編成し、事前に学年に応じた各自のめあてをもって臨み、活動後にめあてに沿った振り返りを行った。め
あてを設定する際は、児童と「めざす姿」を共有することを大切にした。グループの担当教員は、高学年児童
へ肯定的評価のコメントやねぎらいの声かけを行って価値付けをし、低中学年児童のモデルとなるように意
識を高めながら活動を継続できるようにした。その結果、子どもたちは６年生児童を中心に仲よく活動する姿
が常に見られ、内容の充実も図ることができ、学習・生活アンケートの項目「人の気持ちの分かる人間になり
たいと思う」「人の役に立つ人間になりたいと思う」が全校的に伸びていることが分かった。
★児童の主体性を育てる『コラボ企画』
本校では、今まで縦割り集会活動の企画は６年生児童が行っていたが、担当教員から「６年生が企画する
だけではなく、下学年が企画した取組に６年生はアドバイザーとしてかかわらせては？」という提案があり、今
年度より縦割り班活動から、６年生が下学年のアドバイザーとしてかかわるペア学年交流というコラボ企画
が誕生した。５年生が自然教室前だったこともあり、まずは４年生・６年生ペアがスタートした。4年生が考える
活動に対し、６年生がアドバイスを行った。その後、５年生・６年生ペア、３年生・６年生ペアの交流が続いた。６
年生の温かいかかわり方によって、下学年が主体的に楽しく活動している姿がたくさん見られた。

★子どもたちにメッセージを届ける学校応援キャラクター「鎮西ファイブ」
本校では、学校の教育活動や子どもたちの活動を応援する「鎮西ファイ

ブ」というオリジナルキャラクターを設定している。５人（５色）のキャラクターが
おり、それぞれが「レッド…学習」、「ブルー…ルール」、「イエロー…健康」、
「グリーン…地域の宝」、「ラブピンク…思いやり」を表している。学校行事の
様々な場面に登場し、子どもたちにメッセージを届けている。発足当初は、教
職員や保護者が演じていたが、入学式や学習発表会の場面では、６年生が
鎮西ファイブになりきり、１年生に学校生活を紹介するなど、子どもたちの生き
生きとした活用にも広がっている。

★中学校としての誇りや責任感の継承～意思統一と継続的な取組～
本校は、前身である光友中学校の時代から、あらゆる差別の解消と人権・同和教育の推進に向けた先達の

意志や取組を全職員で継承しているという自負がある。校内での人権学習や人権・同和教育に関する研修の
実施はもとより、校外での各種研修会や学習会、教育的支援にも全職員が積極的に参加している。また、年度
当初に本校に赴任してきた教職員については、本校のこれまでの取組や学校としての姿勢を校長から説明し、
全職員での意思統一を図っている。人権・同和教育に対する熱意とぶれない継続的な取組が本校の誇りであ
り、学校文化である。

★子どもを支える文化をつくる～挨拶・声かけ・称賛～
本校の本年度の重点目標は「自分の思いや考えを伝え合う生

徒の育成」である。「思いや考えを伝え合う」ためには、挨拶の日常
化が基本であると考え、登校時の挨拶を学級担任以外の全職員で
生徒昇降口で実施している。学級担任は、教室で生徒を出迎え、そ
こで挨拶を交わす。また、本校の職員は生徒への日常的な声かけ
や授業や学校行事等における称賛を実践している。年度当初にす
べての生徒を「～さん」と呼ぶことを確認し、授業中に「褒める」こと
を意識している。このことは、生徒の「自己肯定感」や「自己有用
感」の高まりに有効に働いている。改訂版の「生徒指導提要」にも
あるように、この取組は、これからの生徒指導の方向性である「発達
支持的生徒指導」においても重要であると捉える。

★「気づき」「考え」「実行する」生徒を目指して～ノーチャイム
とホワイトボードの活用～
本校は、「青少年赤十字」の加盟校である。「青少年赤十

字」の態度目標は「気づき」「考え」「実行する」となっている。こ
れは、生徒の自主性や主体性を育むために掲げられたもので
あり、学習指導要領の基本理念である「生きる力」と共通する
ものである。また、本校は基本的にノーチャイムである。生徒や
教職員は、自ら時間を考えて行動し、日常の学校生活を送って
いる。本校に来て最初は戸惑う１年生や教職員もいるが、自然
に自主性が身についてくる。また、本校の生徒昇降口正面には、
大きな２面のホワイトボードが設置してある。このスペースに教
職員や生徒会執行部・各常任委員会等からの連絡・提案事項
等が日常的に記入される。朝、登校してきた生徒たちは、このホ
ワイトボードを見て、「気づき」「考え」「実行する」ことが日常的
になっている。

★教職員の「やってやろう！」を生み出すために～一人一人の持ち場をつくって～
本校では、 「一部の人のみが進める取組」にしないための工夫として、全職員がチームに所属する「チーム

づくり」を行い、年度のはじめに確認をしている。教職員一人一人に自分の持ち場があることで、「やってやろ
う！」という前向きな活動を生み出すことができている。
★なぜうまくいったのかを振り返る～チームが生み出す安心感～
本校では、学年ごとに目指す子どもの姿を明確にして学校行事に向けて取り組んでいる。その姿に向かうた
めの手立てや支援についても、学年間で話し合い共有化している。その中で、これまでの取組を振り返り、なぜ
うまくいったのか教職員の間で共有している。また、それぞれのチームでも同様の姿が見られ、やり取りの中で、
教職員自身も、自分の考えが認められたり強化されたりすることにより、自信が高まり安心感を得ている。学年
やチームで取り組むことが、自身の安定・安心へとつながっている。

★「やってみる」活力を生み出す「評価→改善」のサイクル
本校では、様々な場を通して、教師一人一人が「評価→改善」のサイクルの有効性を実感している。そのこ

とは、「まずはやってみる」という活力を生み出すことにもつながっている。まずやってみなければ、成果も課題
も分からない。やってみて判断しようとする姿勢が、活動を停滞させることなく、次から次へと活動を続けるパ
ワーを生み出す源泉となっている。また、組織を構成する際も、年代・経験を越え適材適所の人材を配置する
ことによって、その力を増すことにもつながっている。

★全ての児童が見通しをもって活動に入れるように～全職員でつくる「鎮西スタンダード」～
本校では、 「困った子は困っている子」を合言葉に、全校で学校生活の手順や学習方法の統一を行う「鎮

西スタンダード」を設定し、どの学年、どの児童も抵抗なく学校生活を送ることを目指して取り組んでいる。学
習活動におけるノートの使い方や、補助線の引き方、学校生活における教室の掃除や給食の準備の手順など、
担任・学年が変わっても、戸惑うことなくスムーズにそれぞれの活動に入れるように、全職員でアイデアを出し
合い確認し、みんなで統一した指導を行っている。
★６年間の積み上げと年間を通して目指す姿に近づく「人権学習カリキュラム」
本校では、県教育委員会作成の『かがやき』『あおぞら』『あおぞら２』を位置付けた６年間のカリキュラムを
作成し、系統立てて学習の積み上げを行っている。その中では、「人との出会い」を大切にした総合的な学習の
時間を重視し、各学年の目標に沿って、今の自己の在り方と関連付けて行動の変容につながるように、他教科
の学びと関連付けた学習を行っている。

【実践のポイント】

〇「まずやってみる」挑戦

〇取組の継続や日常化

〇多様な教育活動

〇教職員に共通した意識

〇児童生徒の生き生きとした姿

目標達成や課題克服のために「ま
ず何かやってみよう」とすること。
この思いが多彩な活動を生み出し、
共感する人たちが伝統にしていく。
そのサイクルが文化の形成につな
がります。

第Ⅱ章 実践編 要素⑧ 前向きで 活動的な学校文化
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●誇りと責任感にねざす学校風土
●可能性をのばす幅広い教育活動


